
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

令和２年７月豪雨の概要 

１ 気象の概要 

２ 被害の概要 



 

 

 

１ 気象の概要 

⑴ 気象の状況 

７月３日に東シナ海の梅雨前線上に低気圧が発生し４日未明には九州北部地方に進んだ。低気

圧の東進に伴って３日夜には梅雨前線が九州北部地方まで北上、低気圧や前線に向かって暖かく

湿った空気が流れ込み、九州では大気の状態が非常に不安定となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県を中心とした大雨は、大量の下層の水蒸気が流入し、風上側で次々と発生した積乱雲が

組織化した複数の線状降水帯が形成されたことによりもたらされた。また、総降水量に対する線

状降水帯による降水量の割合が高く 70％を超えた所もあり、一部で 50％を超えた程度の「平成

30年７月豪雨」よりも大きくなった。このため、４日未明から朝にかけ、熊本県では記録的な大

雨となった。 

 

７月３日～４日の天気図、衛星赤外画像 （日本気象協会ＨＰより） 

7 月 4 日 03 時 00 分 線状降水帯の構成状況 （気象庁：災害をもたらした気象事例より） 
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  気象庁は、７月３日から７月 31 日にかけて、日本付近に停滞した前線の影響により日本各地

で大雨となり人的被害や物的被害が発生した一連の大雨について、災害の経験や教訓を後世に伝

承することなどを目的として、７月９日に「令和２年７月豪雨」と名称を定めた。 

 

⑵ 大雨の状況 

４日未明から朝にかけて県の南部を中心に局地的に猛烈な雨や非常に激しい雨が降り、04 時

50 分に大雨特別警報が球磨地方に発表された。人吉市や球磨村では４日 08 時 30 分までの１時

間で約 110 ミリの猛烈な雨を解析した。この大雨で当消防本部管内の 1 時間降水量では一勝地

（球磨村）の 83.5ミリが、３時間降水量では山江（山江村）の 186.0ミリを含む２地点が、６・

12時間降水量では人吉（人吉市）を含む３地点が、24時間降水量では人吉（人吉市）を含む２地

点が観測史上１位の値を更新した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４日未明から朝にかけて記録的な大雨となった人吉球

磨地方であったが、４日正午には一転して、上空を覆って

いた雨雲がなくなり晴れ間が広がった。このことにより、

太陽の日差しで照らされた屋根瓦が熱され、浸水により裸

足で屋根等に垂直避難していた住民が足底をやけどする

などの被害がみられた。 

７月３日～４日 アメダス降水量の極値表 （熊本地方気象台：災害時気象資料より） 

（４日正午、晴れ間が広がった災害現場） 
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２ 被害の概要 

⑴ 管内の被害状況 

管内の被害状況は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 人的被害 

人吉球磨地域を含む各地で記録的な豪雨となった「令和２年７月豪雨」では、球磨川が氾濫し、

広範囲で浸水被害が発生した。これらの影響により、当本部管内では人吉市で 20 名、球磨村で

25 名の方の尊い命が奪われ、球磨村の特別養護老人ホーム千寿園では入所者 14 名の方が犠牲と

なった。 

 

 

   男 女 計 

 人吉市 11人 9人 20人 

 球磨村 10人 15人 25人 

 

当本部管内の死者 45名のうち、84.4％に当たる 

38人が 65歳以上であり、高齢者の割合が非常に高 

くなっている。 

 

 

 年齢階層 人吉市 球磨村 

 65歳未満 5人（25％） 2人（8％） 

 65～74歳 4人（20％） 3人（12％） 

 75～歳以上 11人（55％） 20人（80％） 

 合 計 20人（100％） 25人（100％） 

五木村 

相良村 

錦町 
死者：     20 人 

全壊：    900 棟 

半壊：   1441 棟 

一部破損：285 棟 

床上浸水：326 棟 

床下浸水：164 棟 

人吉市 

球磨村 

山江村 

半壊：     64 棟 

一部破損： 75 棟 

死者：     25 人 

全壊：    332 棟 

半壊：     74 棟 

一部破損： 49 棟 

全壊：     18 棟 

半壊：     90 棟 

一部破損： 74 棟 

 

全壊：      1 棟 

床上浸水：  1 棟 

床下浸水：  5 棟 

 

全壊：     11 棟 

半壊：     14 棟 

一部破損： 20 棟 

管内の主な被害状況（令和２年 12 月２日現在） 

人的被害（死亡者）の状況（令和２年 12 月２日現在） 

年齢階層別死者数 
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  当本部管内で発生した死者発生場所（住所別）は次のとおりである。 

（下図には、水俣芦北消防本部管内の芦北町箙瀬１名が入っている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 住家被害 

令和２年 12月２日時点での住家被害状況は次のとおりである。 

 

   全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 計 

 人吉市 900 1441 285 326 164 3116 

 錦町   64 75     139 

 相良村 18 90 74     182 

 五木村 1     1 5 7 

 山江村 11 14 20     45 

 球磨村 332 74 49     455 

 計 1262 1683 503 327 169 3944 

 

 

 

 

 

 

 

 

死者発生場所（住所別）の状況（令和 2 年 7 月球磨川豪雨検証会資料より及び一部加筆） 

住家被害の状況（令和２年 12 月２日現在） 

住家被害（球磨村渡） 住家被害（人吉市下青井町） 

提供写真 提供写真 

人吉市 球磨村 
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⑷ 河川被害 

令和２年７月豪雨により、人吉球磨地方で記録的な雨量が観測され、球磨川の国管理区間では、

堤防決壊２箇所、堤防損傷 10箇所、護岸欠損 17箇所、排水施設３箇所、排水機場１箇所などの

全 36 箇所で被害が発生しており、球磨川本川の被災は、主に川辺川合流点より下流で発生して

いる。また、決壊した２箇所の堤防については、増水して溢れた水が再び川に戻る「逆越流」に

よって堤防が決壊した可能性が高いとの国交省の見解である。 

県が管理する球磨川水系の河川は 82河川あるが、このうち 53河川 299箇所の被害が発生して

いる。（８月 19日現在） 

橋梁被害については、球磨川を渡河する道路橋 22橋のうち 10橋が流失した。球磨川の水位が

橋桁付近まで上昇したことにより浮力や横方向の力を受け、上部構造ごと流された橋が多く見ら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な橋梁の被害状況（国土交通省資料より） 

主な河川の被害状況（八代河川国道事務所 HP より） 

右岸 56.4ｋ付近 堤防決壊状況（八代河川国道事務所より提供） 西瀬橋の被害状況 

提供写真 
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